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両院の醐曲。て3'"11.と刊す下ど

もや【1".にヒヤり 鼠ぽ聞にタラリの

毎日です.ff(/)交通安全運動会長lT.r，叫

伝街も思いやりと注a障を忘れずに….

〈花〕

いよいよ砂川 ノサ →哨 ...もい

ろいろ忽釧しに.Il!LJJがり 生まれ尚一，

u 祉の将来のま色づくりについてじー

〈旬と宥えてみたいと魁います. (T) 

2月下旬に結婚し、新い喧濡を"令で

います.u:.の方も心腹ー艇 がんばヲで

い'たいと魁q ています. (J) 

肘T. 輔が摘んでい... 酬;~の

.，U，1.fに行勺ても"・みばかり.シ φ ，

タ 予@ ンスと思咽ても績ちるの It.~ド.

何か以てどては匂い，の九 '"， 

明新印馴儀式舎牝印馴



@ 世界建築h胎の如肋村ント

トリエンナーレ奈良'92
1992.4.25.tr--6.14倒

可え城京<ル ツに 悠久の殿史と文化を"，'・階，とともに 刷州闘のー寓<m
う近代侮 iのひとつとして袋w，大きな役綱を倒ヲていま<.

その隆史的過掲の儀，.と、悦男の人々が飢える侮『府軍司・の鋼温をめざしてすす

め切れτいる'"史'"来の共生jす..ちづ〈勿.ζ...づ〈りのυとつの.裂の場と Lて 1鋭.'事に開催される側界値媛樽賞

金の"闘プレイペy トrト.， ，ンナーレ集成19時詔Jb省、いよいよζの411 !L 
針，.ります.

r，.:り..トリ;%."1酔 レJr住建トリエンナーレJr，村氏ト 1)，l; "ナ レJの

3つの住にようて織成Sれ -"らまちM.~8iI ・製lt鐙築家観e ・"ゅH コ
ンサート.t...':'lIi.のイペ2 争が次々とaり広げ切れます.

ここでUζれらのさ t;! f. IJ.イペン砂HU!で紹介ιます.

厳重1とふ容の共生.テーマに.知M帥"持心がわ〈わ〈するとの仕入はプラ

どうぞご注目〈ださい.

議トリエ Jヲト レと，，/イタリア簡で3
ト.， ，シナ νRiUlil992年に続いで
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「世界也賓開覧会1銑調"桜凪」の第 2会場と"るは切1:!> 11、歴史的信町蜂みの五M阪です.

大切に保r干していs たい・II~;ちと文(t;I宣 ~11;の雌史と人々の育てた伝統文化令書るで

体"するように むかり.す〈、棄しくご鮒介 していSます.

t.l:らまち歴史展
.岡山陶酔山1.1.'ω-"日 目

叫脚叫 A・1川訓で

.蝿 /叫，f，.，'"一(..1;・.. " 

・人絹傾斜

....，1'>曜は偉い“山"でき闘しい

臥凪です.，・札 日融制 . . 刷り同町掛j

「刷「叫叫叩Jr"(lO)岬J吋 綱

Lみやすく拠峰 山闘が仙川

，1:: rt.i.:" !>ltIJ肘→ーで 臥 埴 臥肘ヲ ，ー

マ";1; '1'、眠'.;:"1'>1'刷田崎直嗣"8<:/.
o.重ず.

仏 地叫凶...111企.帆一."τ創出"t0; 

凶各地~..A時酬崎hτ 耐輔

師帽制唱 した

そのR:a...1長制 、H......!><liJt l，..τ叫星"す . 

"?・Lぃ・1-'1'1':み・ a肉・4除良漏""‘'・り.ち

に凪ゴ《 酔 a...t:lIl臨しみ刊引

' "均時'""細川山附

岨拙.抽象醐肝エa・sAII!l:t:1Iによる輔

山山…"耐震わ一

時師事E

ー"時間 llao山山開発

巾醐叫刷..wIoIilllOi棄

同.

叫 .M>'世 出 ，..fllrl!ll'P.lllfc肌庄

司r.，， '; '1島.図率..ζ・'"ヒ ・~.'l l:' 興棟 II~事.

. ぜ ん仕掛悶叩I同 とした'l"I!>f;>-

肝 1パ肱惜同制げ"で糊抽.ご

・眠、けたf!.， るように'"免. • 人 岨".予恨の制帽帽同ζ制批伊

即日間正岡山悼 い 、山 .岨

釆LτぃH .

軒目 町 "掴叫...にふれ帥 吋叫

日叩い幡 町川

"γ"で'"ら・，
.0受J0011;1<;'ぃ，
a・，..す.

【.忌tll;1'>.)
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回叫創刊刊文...

釦咽帥帥で..，て'0・

..仏剛酔仏 紅Z

・制定奮闘刷'.同制穂

削由時企("f-， ，，"(1)惜.

'‘iIl':=tr.<閥、'.'.ミ軌 土

凶 健1.11:j‘'闘争行も奮す.

《制人息岬》

主主

制ト"抑制0・4 伺

I :置 ならまち歴史講演会
一・I!JV~州山間

p.<.:.，，，t:，，，A6 凶 宵 【柏市 畑

四・融制)13 IXト1・ ....哨n.牟【即日岨

" .岡崎'"
.崎明文削けー('....1.・-了日》・・L品/聞胞が.':(lA'i. ll&. ..担割

時、引即日以II!)I!':"".M.
.協会，"川崎岬拙H・~ .' 

・""岨.人剛・<.
山色叫4島広〈問問。.1111"''''叫んに糊

拠 ご 即 日 ・ ζ帥叩.:，.， !>哨rU>}j

・.. 鑑，可n・aす.

f，;"，iJ:世間イベントカレンダー I 
0:."帽"・一・
r..J ~ .楓夜.， ...，包O. 守 ν'
'ν.一
.蜘111f/‘n刷鵠E山U山山訓削"削判.. 臥臥

同 即日

叫‘H・制 .-" 4. 
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・"・〆.".a臥・11101111
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11111111"・叫l 仏

!・ _.島市
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."時/叫副~叫問.
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叫岬哨
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Eならまち歴史体験回廊I(C-F) 

吋品りまち を、より身近に体験 でき，さまぎま包イベントo開催されます.

も，ろん会場はえなりまちの'1'.~笹にのぞいてみて〈ださいa

固 ならまちギャラリー
.日時/・""昨5川崎山、"∞

・会喝/えなら草崎川崎抑'"

回ならまち賑わい1;1:'ざぁ~る

同. 叫問問飢M 勺e哨 Fの蜘...毒..， ~ + リ- j，: <<lt. 国中一組時~*'iC'"

『デザイン山叫酬明J"'.，.-叫 示 は

す.

-日時/刊 3日昨日刷。ト"∞

.会場明知ニ〆'-!llllll(山

柏町恨..."，..梱嗣酔宵写会制商工会織

iJilt<t_1JI!鶴間同町四・した刊

しものがh 刊の市刊日オ t1.1'::， 'fl!もた色も

灘し〈・.できるAペイ "1'，，，グやタ"手広樋屯ど

幅広〈織しめる企画がt勺ぱtです.

固 ならまち五スティパル
.目時/吋，mtJ.l叩 1州民げ叫

目ならまち吟行句会
-日時/叶 2叫 '" 引叩 切- "∞

.会得/魯念噂 (班点辻町】"トげ ω
.坤/臨んー畑一
組制ヨ 悼 碑t肱引ど、酬のA-，の性同

が、白川醐で企画園田村スペ怠です き&

併が網ぴ幽Lますか!

.欄ノ公民鎗醐

酬の句省内時制で、「忽らH .j'"・lj00、句

帥醐はす.

固!なピヒてRI;22F歴史都市の選な……〉

4月

5~ 

6~ 

.坤 /史跡文化セン， - (::;:象咽 τω

.吻ι込み/，僧位が制 f玄..民ι...電Z祖母

会・いマ4月初刊.でに〈財〉世界建築鱒

覧会也会 ;.νピ砂ータ.'"へ.多，. 

場合l地..入樹策関.

.ずf~ " H予郡安備息鍾〈健闘}

"本苑グ〈作船

筒"寛禿(農大言，.，畳》

〈イベントスケジュール〉

ならま色健 史 鹿 . /25-5!2( 

《問〉

開附に醐咽"也捕集蜘."'.1;1¥.j闘の

衛 L"f!.-:1( ~'"健闘特文化人、制人帥

Rーさんにをれぞれの立渇か句ご鑓‘ぃ.だ〈ととも伝

一叩刷叫史的劃…をご組合

し""句 "論佐すすめてい..す.* t.:、 ζの"越金

肘 ーτH れ...."."醐.や備会場時ぴ多胡

伝市民にご.JlJ"fヒ信〈ス，イルですすめ.す

.，らまち腫受 5/14 
M;r会

I 現代建襲攻漫 ら/泊

5/17-5/19 lJX::J :'-7'::>' ~ 5/n-31 

5/9'10_ _ 5/16'17 ・5121
な勺まちヲ"テυ情 ならまち令行句 会

| 帆時制 6川 I 

3 



建築トリエンナーレ 盟国.

かつて平滅MというU大篠山が鍵生したこのまらで、誕史的働行にるさわい、健築やlIIilJ

策観 臼然をの調和信どについて、噂門家の立掛かり宅業します.

"智駐という拠 VJりみた.-1<，守働省と，!，訴が、ここに .. きりかにされていきますe

回fJ?5守君主11抽出'"'''''' 〈出展予定iI祭家)

官.忠雄 ク./ . .ーグ..・〈ヲ， " ;川

酬

-鈎人以同刷割引出均".

・兆・/酎輔剛

制代 雄 副 '"肘吋界叫H 附人の輔の岨

〈酬酬や 冊 一 山 ど } 叫L'T.'(た，.

時制恥1掛軸J叫】坤に健康予定の r(1< 
'船舶I附 ール」醐酬ヨン制崎山τ
畠 ポ" す

回 現代建築シンポジウム講演会

世提/IiSllJ巨人 日本憧聾協会

位団法人 日本薗輔字企近檀j主陣

社団法人断日 ，憧睡車協金近暗主圃

"団法人瞳量量幽企開骨量.

民間接入品良岬』宣.輩出金

社団法人高血眼瞳担上事軒高協会

"問I!A. >li且岬』剖宜上金

4急

石井恒邑

石山瞳且

刷 .腎

"曜圃瞳

川崎 内.

凪川紀宮

a晶録 • 同 司E

長笹川.，

胤 a・J
山本曙揖

HM・， 'f'"ルザ""-"タ{ヲ，〆え)

;;~ ーム. スターリシグ'"リ J川

H ・ード 園 3・ース【イギリス〕

ピーター タヲタ'"リス〕

ノー?ンフ eス，一 ({+リ Jり

ずルド p ~ " (イタ 'J:r) 

・4陸フ p • "イヲ←.;，イマ〉

ρ ンス "イン〈牟-，，~，!.，.)

ヘルマンへんソペルガー何， γ ダ〉

ペル t--"'.+~ (~イスフ，ン兎)

脅リ.ール "'~II~ (弐ペイン〉

イ.レ マヨザ昼今 γ (ハン，吻ー》

ゲ，タ，ング グピ'i']'(グルクァ〉

リ.・-，マH一 ("~'!I>)

，...， i >くを"'， . ，，~> (円川

ピーター ?イゼノマ> (，.メ，愈】

，〆，.グ，.レ←シ.)

守 φールズコリ...〆 n
〈・E棒.)

(アトパイザリーホード〉
'1".-"，;(. ，，~け川イギリ刈臨界蹄

タユス ソ.-プ'"リ.)鎗・..司区

ハイ yリ，ヒタ".γ 【r{ .~) :'働側IIII.学.，
ター婦長

"-，，，，>，y. i ~~， 'r (H~) 山川川棚

7"，'"〆ヲ y ・村山川輔・山眠

ホルゲ グリ鼻スペんグ《ァ "'''I，，~ シ〉文化交塊. .  

，ー岡崎長

ゲ."唱す " . ，ンプー・一一〈ドイツ) Y1O'也

..輔制

州制《叫電醐岨闘肺野師

〈問〉



市民トリ工ンナーレ司・圃

ro、ふれあ "、 未米」をテ ?に色とりど旬のフロー トが速はるオープエングバレート

を皮切りに次から~へと 受 し、、4ペントが鍵り広".つれていきますe

あたたかいふれあいと交誌を求めて、おとはにも、こどもにも業 Lいイベントをいろいろ

とプラy しまLた.

回zゴニr:!と了ド

国 子ども書道絵画工作展
・蝿 ぷ/州制昨 ち月 S日制 ト 口問

・坤/刊I央公民館はよA・"

一一一岬砲による回国 M 置 で す ト -'1:r，J1l 

固 ならまちコンサ卜
・ ~I! H川"叩'"叩
.助出仙 川町←ジ

(献の蜘"糊lo':!l!)

酬 はみノ往復IJli'd'o(問、 IU'"..醐肘

.・いて "Jll511 ~でに〈樹}価男也‘
縛竃金値会匂ら t t ~ ~ψ ート」僑へ.

2匹、'JihIJI・..入・・E斜.

.輔副/"叫ータイス契抽

VピA ヲシ- A火

ヲ" ・-川崎

メ〆，.スターン ピア/"，-・U:R繍"
一順調作 嗣

ド..ザータ ピl'151，裏目陶イ銀創作品

創ほか

白川ちの'*''':.101，l.元贋存刷物の嶋内，..のA'
白雰剛..バヲタみζ蔚貨きれるタ， ，， ~ ク 2ンー.-f， 

回 こうのいけライブ
〈ハウンドドソゲ・コンサート〉
・閉山7岬附叩

・坤/中帥柑聞ス~- " uUllJJ 
・入酬/1，¥酬明曹制y

川 1削 闘m蜘勺，今叶 内 ，

ケ什句、.，周丙"臨会にで阪知

・姐/H同町~(21iのり的醐制政 川醤

ののぼ〕廿〈嗣叫聞師団バス

潮発 【有斜〉

人銭円タ ン ~r ，， ~~~r刊J による町

ザート./';r，<，>-ートわdかんで即位いこ町ととき.

t，t，..，んおと t.，::~晴間色醐岨日棚引ー

プ全体験Lτ"さい

回 写真コンテスト
.1I;jV 刊 22111山間叫川司同州

9 .ll-17 00 (AIiHI!6 :lIlf司
.会 場 旬 開 制 ' " ・m
.，順.劇 団 内 回 み 〉

判別"昭和lil:AlIa泊料金作品の輔

岨'"・.st;;n2lt.:.入岡崎併問駈e
.し開田〈にわたd 制大楠晴晴"" 

，司、 散々の皐罰的屯作品..されtll:.""..."トで

は 毎良の虫色議ゐ 《句し伝itir.Ji"ーマに

広ト酔晴慢した同町酎'"
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ならまち歴史体験回廊 (C-F)

Cな，.ちギャラ 1)- Dならまち匪わいぱぎあ~る
- ・開時E 旬2~WBI ・同 3回目h 哨
. "，~.，晴子のI': tii;llllft-rl ・回 受 注U叫 ん

E (t"，:I: ~7I スティパル F '，はち時間 A ¥¥ 
・5削 8ttl.10阻 ・4周 副 知 山1同 一

岡山岡 ・間一 r 
・四ll'....:rト刷じ停止町 - . 

Gテレピト ク'92(21世紀歴史働市の選叙〉 ¥足‘山
・5伺叫 E 
...'"即位i;!:'-，.- '" ・λ唱鮒事 " 込師 一

ならまちトリエンナーレ

A.りまち歴史展
. ~ 1'I?i8aJ-~ JII l~咽 ・，ら牽 ~tr""ー
'A輔"

B おらまち歴史隊演会
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